
藤
原
山
蔭
関
連
寺
社
縁
起

二
種

-
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

『久
修
園
院
縁
起
』
・

福
岡
県
八
女
郡
大
光
寺
蔵

『飛
形
山
大
光
寺
縁
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沖

敦

子

要
旨
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

『久
修
園
院
縁
起
』

(
写
本

一
冊
)
、
お
よ
び
、
福
岡
県

八

女

郡
大
光
寺
蔵

『飛

形
山
大
光
寺
縁
起
』

(写
本

一
冊
)

の
二
種

の
寺
社
縁
起
を
翻
刻
紹
介

す

る
。

い
ず

れ
も
、
藤
原
山
蔭
関
連

の
寺
社

縁
起

で
あ
る
。
藤
原
山
蔭

の
説
話

・
伝
承
を
踏

ま
え
、
本
尊

の
由
来
を

説

い
た
寺
社
縁
起

は
複
数
確
認

で
き
、
未
紹
介

の
も

の
も
少
な
か
ら

ず
存
在
す

る
。
近
世
前
期

に
は
縁
起
絵
巻

も
制
作
さ
れ

て
お
り
、
本
誌
第
四
号

で
は
、
大
阪

府
茨
木
市
常
称
寺

が
所
蔵
す
る

『総
持
寺
縁
起
絵
巻
』
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
第
七
号
で
は
、

天
理
大
学

附
属

天
理
図
書
館

が
所
蔵
す

る

『新
長
谷
寺
縁
起
』
を
紹
介
し
た
。
今

回
紹
介
す

る

『久
修

園
院

縁
起
』

は
、
か

つ
て
星

田
公

一
氏

に
よ
り
紹
介

さ
れ
だ
も

の

(久
修
園
院
所

蔵
本

力
)

で
あ

る
が
、
国
立

歴
史
博
物
館
蔵

本
と

は
、
若

干
字
句

に
異
同

が
あ
り
、

『飛
形

山
大
光
寺

縁
起
』
と
併

せ
て
翻
刻
す

る
こ
と
に
し
た
。

『飛
形

山
大

光
寺
縁
起
』

は
近
世
中

期

の
も

の
で
あ

る
が
、
未
紹
介

の
寺
社

縁
起

で
あ
る
。
内
容

の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
後
稿

に

記
し
た

い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

：
縁
起
、
久

修
園
院
、
大
光
寺

、
藤
原
山
蔭

【凡
例
】

翻
刻
に
際
し
、
以
下

の
方
針
を
取

っ
た
。

一
、
私
に
句

改
点
を
付
し
、
読
解

の
便
宜
を

図

っ
た
。

一
、
旧
字
体

・
異
体
字
は
、
適
宜
、

通
行
字
体

に
改

め
た
。

一
、
踊
り
字
は

「
々
」
に
改

め
た
。

一
、
虫
損
汚
損
に
よ
る
判
読

不
能
箇
所

は
□

で
示

し
た
。

一
、
私
に
傍
記
し
た
部
分
に

つ
い
て
は
、
全

て
丸
括
弧

に
括

っ
て
示
し
た
。

(1
)
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

『久
修
園
院
縁
起
』



写
本

一
冊
、
袋
綴
、
木
瓜
紋
模
様
入
表
紙

(見
返
)
共
紙

(外
題
)

「久
修
園
院
縁
起
」

(打

付

・
左
肩
)

(内

題
)
「
久
修

園
院
縁
起

之
事
」

(
丁
数
)
九

丁

(遊
紙

二
紙
含

ま
ず

)

(寸
法
)

二
八
・六

×
二
〇

・四
糎

(字
高
)

二
二
・
二
糎

(料
紙
)
斐

紙

(行
数
)
半
葉

一
〇
行

(蔵
書
印
)

な
し

(奥

書
)
「
当
寺
霊
亀
年
中

画
縁
起
等
、
普
広

院
殿
御
代
被
召

置
於
殿

中
粉
失
畢
。

而
今
経
公
家

御
沙
汰
、

以
旧
草
模
写

之
、
可
為

将
来
亀

鑑
而
巳
。
大

永

四
年

二
月
吉

日

青

憧
」

(備
考

)
久
修

園
院
は
、
大
阪
府

枚
方
市

に
あ

る
真

言
律
宗

寺
院
。
星
田
公

一
氏

「
研
究

ノ
ー
ト

山
蔭
中
納
言

の
こ
と
な
ど

〈
Ⅲ
〉」

(『
同
志
社
大
学
大

学
院
研
究
会
報
』
第
三
号
、

一
九
七

二
)

に
、
翻
刻
が
あ
り
、
内
容

に
違

い
は
見

ら
れ
な

い
。

但

し
、
星
田
氏

の
翻
刻

に
よ
れ
ば
、
末
尾

に

「普

広
院

殿
ー

足
利

六
代
義
教

将
軍
/
後
柏

原
御

宇
/
大
永

四
年
-
至

干
文
政
三
年
凡

二
百
九
十

七
年
青
憧

者
何
人
款

可
尋
之
」

と

い

う

張
り
紙

が
あ

っ
た
と

さ
れ

て
お
り
、
翻

刻

の
字
句

も
歴
博
本

と
若
干

の
違

い
が
み
ら
れ

る
。

よ

っ
て
、

星
田
氏

が
翻

刻
さ
れ

た

『
久
修
園
院

縁
起
』

と
、

こ
こ
に
翻
刻
す

る
歴
博

本
は
別

の
伝
本

の
可

能
性

が
あ

る
。

な
お
、
星

田
氏

が
翻
刻

さ
れ

た

『
久
修

園
院
縁
起

』

の
所
蔵

先
は
、
氏

の
論

文

に
記

さ
れ

て
お
ら
ず

、
未
詳

で
あ
る
。
現
在

、
所
蔵

の
確

認
が

で
き
な

い
久
修
園
院
所
蔵

の
縁
起

を
翻
刻

さ
れ
た

の
か
も

し
れ
な

い
。

【翻

刻

】

久

修

園

院

縁

起

之

事

夫

此

久

修

園

院

の
由

来

を

尋

ぬ

る

に
、

昔

、

行

基

菩

薩

、

男

山

の
西

北

の
間

、

天

部

の
郷

に
、

伽

藍

を

建

立

し

給

は

む

と

て
、

殿

堂

を

造

営

し
給

。

干

時

、

里

の
書

老

と

も

言

は
く

、

此

所

は
、

古

聖

徳

太

子

守

屋

か
た

て

こ
も

り

し

と

こ

ろ

の
稲
倉

か
城

を

攻

陥

し

た
ま

ふ
時

、
敗

北

の
逆

徒

、
皆

此

郷

に
落

集

て
亡

ひ
き

。

其

怨

霊

、

魔
民
と
な

つ
て
、
仏
法
に
恨
を
含
む
事
甚
し
。
此
故
に
こ
の
所
に
寺
院
」
(
一
オ
)

成
就
し
か
た
き

の
よ
し
申
伝
る
者
也
。
若
今
寺
を
造
立
し
て
長
久
な
ら
し
め
ん
と

な
ら
は
、
幾
重

の
霊
験
無
讐

の
本
尊
を
安
置
し
て
、
魔
の
障
擬
を
除
給

へ
し
と
。

行
基
則
野
老

の
語
に
応
諾
し
て
謂
為
、
古
役
行
者
大
峰
の
悪
鬼
邪
神
を
お
さ
め
む

か
た
め
に
、
釈
迦
か
嶽
に
し
て
金
対
蔵
王
を
祈
り
出
し
給

へ
り
。
し
か
ら
は
、
吾

も
釈
迦
か
嶽
に
登
り
、
自
然
湧
出
の
仏
世
尊
を
祈
り
出
し
奉
り
て
、
此
寺
の
本
尊

に
安
置
せ
ん
」
(
一
ウ
)
と
お
も

へ
り
。
是
に
よ
つ
て
、
霊
亀

二
年
の
春
、
大
峯

に
の
ほ
り
尺
迦
か
嶽
に
し
て
祈
請
し
て
い
は
く
、
伝
聞
、
此
山
は
、
是
西
天
王
舎

城
の
東
北
に
二
の
嶺
あ
り
。
南
を
霊
鷺
山
と
名
け
て
、
慈
悲
山
王
を
守
護
神
と
し
、

北
を
檀
徳
山
と
号
し
て
、
金
対
蔵
王
是
を
鎮
護
す
。
愛
に
、
吾
朝
宣
化
天
皇
即
位

三
年
に
八
万
鬼
神
等
集
て
、
霊
鷺
山
の
艮

の
角
を
取
て
、
日
本
国
に
を
く
。
是
を

大
峯
と
な

つ
く
。
檀
徳
山
の
坤
の
角
」
(二
オ
)
を
取
て
を
り
、
是
を
金
峯
山
と

な
つ
く
。
故
に
此
山
は
、
是
釈
迦
如
来
在
常
説
法

の
梵
場
な
ら
ひ
な
き
浄
刹
也
。

然
者
、
此
砌
に
於
て
、
弟
子
の
心
水
清
し
て
濁
な
く
は
、
如
来
の
身
月
何
は
移
ら

さ
ら
む
や
と
て
、
足
を
鉄
、
目
を
胸
か
す
し
て
祈
る
事
、
既
に
七
昼
夜
也
。
於
是

天
に
声
あ
つ
て
告
て
日
、
汝
此
山
に
し
て
身
心
苦
労
す
る
事
な
か
れ
。
泊
瀬
に
詣

し
て
祈
請
す

へ
し
と
。
行
基
即
此
声
に
応
し
、
大
峯
を
下
山
し
て
泊
瀬
に
入
て
、

し
か
る

へ
き
砌
を
」
(二
ウ
)
尋
て
、
此
事
を
祈
ら
む
と
て
山
内
を
巡
礼
し
給
に
、

今
観
音
の
ふ
ま
せ
給
金
対
座
の
い
ま
た
彰
れ
給
は
さ
る
前
に
、
其
辺
に
し
て

一
人

の
童
子
に
あ
ふ
。
行
基
悦
て
、
上
件
の
事
を
語
て
祈
請
す

へ
き
相
応
の
地
を
尋
ぬ

る
に
、
童
子
答
て
い
は
く
、
汝
か
所
求
の
こ
と
く

の
自
然
沸
出

の
仏
は
、
末
代
に

相
応
せ
す
祈
る
と

い
ふ
と
も
、
更
に
其
益
あ
る
へ
か
ら
す
。
我
、
汝
か
許
に
祈
て
、



能
仁
の
像
を
模
作
し
、
所
願
を
満
足
せ
し
め
て
、
未
来

の
巨
益
を
施
す

へ
し
。
然

者
、
」
(三
オ
)
汝
は
先
本
所
に
か

へ
り
、
わ
か
ゆ
か
む
を
ま
つ
へ
し
。
我
を
は
跡

宮
雄
丸
と
名

つ
く
。
光
て
忽
然
と
し
て
う
せ
ぬ
。
其
時
、
行
基
は
化
児

の
告

の
こ

と
く
、
天
部

の
郷
に
か

へ
り
、
彼
童
子
を
相
待
処
に
、
霊
亀
二
年

の
卯
月
三
日
に

約
束
の
こ
と
く
出
来
し
て
、
御
衣
木
は
云
、
何
と
間
。
行
基

の
た
ま
は
く
、
い
ま

た
し
。
其
時
童
子
手
を
あ
け
て
西
を
招
か
れ
け
れ
は
、
難
波
津
に
年
来
埋
れ
て
あ

り
し
流
木
、

一
夜

の
う
ち
に
、
天
部

の
西
岸
に
つ
く
。
是
よ
り
此
所
を
木
津
と
」

(三
ウ
)
言
伝
た
り
。
蓋
此
御
衣
木
は
、
摩
黎
山

の
赤
梅
檀
(
　
マ
マ
　
)

を
兼
て
よ
り
童
子
の

通
力
を
以
て
此
時
を
鑑
、
佐
伯
に
命
し
て
安
置
し
給
と
也
。
則
童
子
此
木
を
所
持

し
新
造
に
小
屋
を
構

へ
籠
居
し
て
い
は
く
、
毎
日

一
度
の
供
物
を
は
窓
よ
り
備

へ

し
。
努
、
力
て
仏
所
を
塀
こ
と
な
か
れ
と

て
、
同
年
の
卯
月
八
日
よ
り
は
し
め
て

七
月
十
五
日
に
造
畢
し
。
木
屋
を
出
て
、
行
基
に
対
し
て
宣
は
く
、
今
般
造
立
し

奉

る
所

の
釈
迦
牟
尼
仏
の
尊
像
は
、
祇
園
精
舎
の
正
身
に
毫
楚
も
違
」
(四
オ
)

事
あ
る

へ
か
ら
す
。
精
霊
も
又
正
心
に
無

二
無
別
な
る

へ
し
と

い
ひ
て
、
其
日
の

嘗
時
に
至
て
、
天
に
声
あ

つ
て
、
長
谷
の
観
音
は
い
ま
た
か

へ
り
給
は
す
や
と
い

ふ
。
童
子
答
て
い
は
く
、
さ
か
な
き
大
聖
文
殊

の
口
か
な
と
て
、
天
に
沖
て
み
え

給
は
す
。
其
跡
を
窺

へ
は
、
造
仏
の
柿
と
毎
日
の
供
膳
、
一
も
失
せ
す
し
て
あ
り
。

行
基
奇
異

の
思
に
た

へ
す
し
て
、
其
所
に
両
種
を
埋
て
、
五
重
の
石
塔
を
起
立
し

給
て
今
に
あ
り
。
奇
哉
。
長
谷
の
観
音
、
行
基

の
所
願
に
応
し
て
西
天
の
舎
婆
提

祇
園
精
舎
に
詣
し
て
、
正
真
」
(四
ウ
)
等
身

の
像
を
移
し
給

へ
る
相
好
な
れ
は
、

量
自
然
湧
出

の
尊
容
に
異
な
る
事
あ
ら
む

や
し
る

へ
し
。
此
尊
は
、
常
行
頭
陀
事

の
粧
、
世
間
に
比
類
な
き
霊
像
に
て
ま
し
ま
す
こ
と
を
、
並
に
、
行
基
、
米
尾
寺

の
毘
沙
門
天
王
の
像
を
刻
彫
し
給
事
は
、
寺
家

の
魔
障
を
の
ぞ
き
、
福
智
を
円
満

せ
し
め
む
か
の
た
め
の
鎮
守
な
り
と
い
へ
り
。
亦
、
当
寺
を
久
修
園
院
と
額
す
る

事
は
、
釈
迦
如
来
久
遠
成
道

の
儀
を
表
し
、
祇
園
を
修
む
る
の
心
也
。
就
中
、
此

寺
に
掬
水
難
得
な
る
に
よ
り
、行
基
、手
」
(五
オ
)

つ
か
ら
鋤
?
を
取
て
そ
給
ふ
。

行
基

の
本
地
に
て
ま
し
ま
す
。
故
に
覚
母
の
智
水
清
涼
山
よ
り
飛
泉
す
。
時
に
行

基
井
水
に
臨
て
、
影
向

の
文
殊
を
移
し
留
給

へ
は
、
則
行
基

の
面
貌
に
し
て
些
子

も
違
事
な
り
。
假
然
と
し
て
、

い
ま
に
ま
し
ま
す
也
。
右
此
寺
者
、
元
正
天
皇
霊

亀
二
年
の
草
創
也
。
難
然
、
神
亀
二
年
に
落
慶
す
。
此
由
聖
武
皇
帝
聞
召
て
勅
願

の
震
書
を
な
し
下
さ
る
。
久
修
園
院
御
寄
進
の
地
の
事
、
」
(五
ウ
)
東
者
、
男
山

内
高
尾
峯
を
限
る
。
南
者
、
王
鯨
魚
河
を
限
る
。
北
者
、
米
尾
寺
を
限
る
。
西
者
、

大
河
を
限
る
。
将
山
蔭
中
納
言
を
鎮
守
と
し
、
亀
道
祖
を
以
て
護
法
神
と
あ
か
む

る
。
其
意
旨
奈
何
と
な
れ
は
、
此
寺
神
亀
二
年
の
造
立
供
養
以
後
百
五
十
年
の
星

霜
を
送
て
、清
和
天
皇

の
御
宇
、貞
観
の
比
、淡
海
公
五
世
の
孫
越
前
守
藤
原
高
房
、

西
国
に
所
知
あ
り
て
、
子
息
山
蔭
の
中
納
言

い
ま
た
幼
少
な
り
し
を
相
具
し
て
、

鎮
西

へ
下
向
の
時
に
、
淀
の
河
す
え
穂
積
の
橋
の
許
に

一
人
の
鵜
飼
、
亀
を
取
て

害
せ
む
と
す
。
高
房
是
を
買
取
て
水
中
に
放
」

(六
オ
)
入
て
過
行
け
り
。
日
す

て
に
晩
し
ぬ
れ
は
、
河
尻
の
津
に
宿
す
時
に
、
嬬
母
の
女
房
継
母
の
語
を
う
け
て

最
愛
の

一
男
山
蔭
中
納
言
を
水
中

へ
堕
入
れ
、偽
て
あ
や
ま
ら
さ
る
気
色
也
。
又
、

其
折
節
河
浪
烈
く
し
て
助
く

へ
き
様
、
更
に
な
し
。
高
一房
泣
喘
憧
て
南
無
大
慈
大

悲
の
仏
菩
薩
、
今

一
度
我
子
を
み
せ
給

へ
や
と
て
、
手
を
あ
は
せ
て
は
、
此
寺
を

拝
し
舷
に
臨
て
な
き
悲
む
処
に
、
昨
日
買
取
て
放

つ
る
ど
こ
ろ
の
亀
、
か
の
幼
稚

の
子
を
甲
に
戴
て
河
上

へ
浮
出
た
り
。
高
房
是
を
見

て
夢
か
と
も
更
に
わ
き
ま

へ



す
。
唯
梱
然
」
(六
ウ
)
と
抱
と
り
て
、
即
舩
よ
り
あ
か
り
、
此
寺
を
さ
し
て
詣

り
、
本
尊
の
御
前
に
小
児
を
撫
す

へ
て
高
声
に
唱
言
。
抑
三
世
如
来
の
大
悲
力
、

世
間
に
超
越
す
と
い
へ
と
も
、
無
縁
の
衆
生
と
不
信
の
者
と
は
定
業
を
転
し
給
事

あ
た
は
す
と
聞
に
、
深
渕
に
入
、
幼
稚
を
挙
て
再
親
に
授
給
こ
と
、
世
に
た
め
し

な
き
御
事
也
。
若
此
児
圭
心無
く
生
長
せ
は
、
此
寺
を
氏
寺
と
し
、
御
本
尊
を
護
の

神
と
崇
奉
ら
む
と
呪
願
し
、
宿
を
経
て
、
小
児
を
養
育
し
、
西
国

へ
の
下
向
を
停

止
し
て
都
に
帰
上
て
、
父
子
共
に
当
寺
に
帰
依
渇
仰
」
(七
オ
)
し
給
こ
と
又
他

な
し
。
此
小
児
年
關
て
、
か
す
の
官
を
経

て
、
山
蔭
中
納
言
と
は
申
け
る
。
よ
つ

て
、
父
高
房
舩
中
に
て
、
若
此
幼
稚
を
再
見

は
千
手
観
音
の
像
を
造
立
す

へ
き
由
、

誓
約
し
て
存
生
す
。
終
に
此
願
を
は
た
さ
す
。
此
故
に
中
納
言
惣
持
寺
の
観
音
を

造
立
し
て
、
亡
父
の
願
を
遂
畢
。
随
て
此
観
音
を
長
谷
の
童
子
彫
刻
し
給
と

い
ふ

事
は
、
久
修
園
院
の
常
な
き
因
縁
朽
す
し

て
、
中
納
言
の
行
化
を
助
け
給
と
申
伝

へ
侍
り
。
よ

つ
て
納
言
は
七
男
七
女
あ

つ
て
冨
さ
か

へ
子
孫
繁
盛
し
て
、
老
期
に

は
、
此
寺
に
隠
」
(七
ウ
)
遁
し
、
仏
に
常
随
給
仕
し
、
命
終
の
時
に
臨

て
誓
願

し
て
日
、
我
此
御
本
尊
の
加
被
に
よ
る
か
故
に

一
期
の
朝
恩
お
も
ひ
の
ま

・
な
り

き
。
然
者
、
我
霊
魂
大
梵
天
王
の
春
属
と
成
て
威
神
力
を
得
て
、
此
勝
寺
を
守
護

せ
む
こ
と
未
来
際
を
尽
さ
ん
と
云
々
。
是

に
よ
つ
て
、
納
言
を
梵
天
と
勧
請
し
て

霊
現
殊
に
甚
し
。
因
亀
道
祖
神
の
事
、
是
者
中
納
言
再
蘇
生
し
給
ふ
こ
と
併
只
亀

の
恩
徳
也
。
然
者
、亀

の
恩
を
報
謝
せ
む
と
て
納
言
の
祭
尊
t
給
ふ
社
也
。」
(八
オ
)

是
に
つ
き
て
し
る
へ
し
。
亀
は
こ
れ
世
間
出
世
の
護
り
な
る
事
を
よ
つ
て
、
世
上

に
笠
を
取
て
吉
凶
を
相
す
る
事
も
亀

の
八
卦
を
出
す
か
故
な
り
。
出
世
の
法
に
於

て
は
、
亀
に
水
陸
自
在

の
徳
あ
る
故
に
、
真
俗
不
二
邪
正

一
如
の
妙
典
を
浮
木
の

亀
に
た
と

へ
て
、
嵯
峨
瑞
像
東
漸
の
時
も
中
即
度
よ
り
亀
弦
国
に
い
た
り
、
吾
朝

亀
山
の
麓
に
鎮
座
す
。
又
此
寺
の
牟
尼
尊
も
霊
亀
に
発
し
、
神
亀
に
造
功
畢
。
よ

つ
て
不
断
に
亀
道
祖
に
乗
し
て
利
益
を
施
し
」
(八
ウ
)
給
ふ
な
る
へ
し
。

当
寺
霊
亀
年
中
画
縁
起
等
、
普
広
院
殿
御
代
被
召
置
於
殿
中
粉
失
畢
。
而
今

経
公
家
御
沙
汰
以
旧
草
模
写
之
、
可
為
将
来
亀
鑑
而
巳
。
大
永
四
年
二
月
吉

日

青
憧
」
(九
オ
)

(2
)
福
岡
県
八
女
郡
大
光
寺
蔵

『飛
形
山
大
光
寺
縁
起
』

【書

誌

】

『飛

形

山
大

光

寺

縁

起

』

(所
蔵

)
福
岡
県

八
女

郡
立

花
町
大
光
寺

(臨
済
宗
妙
心
寺

派
)

(形
態

)
写
本

一
冊
、
袋

綴

(見

返
)
共
紙

(外
題
)
な
し

(内
題
)
な
し

(丁
数
)
六
丁

(遊
紙
な

し
)

(寸
法

)



二
六
・
七

×
十
八

・八
糎

(字
高
)
二
三
・
五
糎

(料
紙
)
楮
紙

(行
数
)
半
葉
九
行

(蔵

書

印
)
な

し

(奥
書

)
「
昔
宝
永

三

【丙
戌
】
仲

春
上
旬

/

二
尊
仏

勅
大
光

中
興
開
基
妙

心

派
下
了
岳

改
古
伝

書

(印
)
」

(備

考
)
大
光
寺

は
、
福

岡
県
人
女

郡
立
花

町
に
あ

る
臨

済
宗

妙
心
寺

派

の
寺

院
。
袋
綴

の
紙
背

に
も
、
書

き
損

じ

(ま
た

は
練
習
)

と
思
わ
れ

る

詞
書

が
記

さ
れ
て
お
り
、
表

の
詞
書

と
同
文
で
あ
る
。
但

し
、
紙
背

(
一
ウ
の
紙
裏

)
に
は
、

内

題

「
飛
形
山
大
光
寺
縁
起
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
光
寺

に
は
、
縁
起
と

一
緒

に

『寺

録

保
存

品
/
大
光
寺
』

(写
本

一
冊
、
大

正
十
年

写
)
が
所
蔵

さ
れ

て
お
り
、
縁
起

が
長

ら
く
行
方

不
明
と
な

っ
て
い
た
が
、
大
正
十
年

六
月
に
発
生
し
た
洪
水

の
際

に
発
見

さ
れ
、

大
光
寺

に
奉
納

さ
れ
た
と
あ
る
。
な
お
、
八
女
市
立
図
書
館

が
所
蔵
す

る
『飛
形
山
縁
起
』
は
、

大
光
寺
蔵

『飛
形
山
大
光
寺
縁
起
』
の
写
し

で
あ
る
。
ま
た
、
『飛
形
山
大
光
寺
縁
起
』
で
は
、

高

房

の
子

で
あ
る
は
ず

の
山
蔭

の
名
が

「
黄

門
侍

郎
」

と
な

つ
て

い
る
点

が
特

徴
と

し
て

注
意

で
き

る
。
寛

政

八
-

十
年

(
一
七
九
六
-

一
七
九

八
)
に
刊
行

さ

れ
た

『摂

津
国
名

所
図
会
』

(巻

五
)
も
山
蔭
を

「
黄
門
郎
政
朝
」
と
す
る
。

【
翻

刻

】

ス
イ

コ

筑
後
の
国
上
妻
郡
北
田
村
飛
形
山
大
光
寺
は
、
人
王
三
十
四
代
推
古
天
皇
十
七
配

ヒ
ヤ
ク
サ
イ
コ
ク

ニ
チ

ラ

シ
ヤ
ウ
ニ
ン

カ
イ

キ

ジ

年
、
百
済
国
よ
り
来
朝
の
僧
日
羅

聖

人

の
開
基
す
る
所
也
。
本
尊
は
則
日
羅
自

サ
ク

ロ
キ
ダ
チ
ゼ
ン
サ
イ

サ
イ
リ
ウ

ニ
ヨ

ヂ

コ
ク

ク
ワ
ウ
モ
ク

ザ
ウ
ジ
ヤ
ウ

タ

作
の
十

一
面
観
世
音
、
脇
士
善
哉
童
子
、
八
歳
龍
女
、
持
国

・
廣
目

・
増
長

・
多

モ
ン

ザ
ウ
リ
ウ

ガ

ラ
ン
サ
ウ
ロ
ロ

聞
の
四
天
王
、
並
二
王
の
大
像
迄
、
皆
日
羅
の
造
立
忙
て
堂
塔
伽
藍
草
創

の
功
を

ス
イ

コ

ソ
ウ

タ
ツ

フ

ダ

ラ
ク

チ
ヨ
ク
ガ
ク

タ
モ
ワ

な
せ
り
。
則
推
古
帝
の
上
奏
に
達
し
、
補
陀
落
山
大
光
寺
と
勅
額
を
賜
て
、
寺
門

ハ
ン
エ
イ

ア
ラ
タ

セ
イ
サ
ウ
オ
シ
ウ
ツ
あ

ホ
ウ

キ

タ
メ

の
繁
栄
、
日
々
に
新
也
。
其
後
、
星
霜
押
移
て
、
宝
亀
五
年
と
申
に
雷
火

の
為
に

チ
ヤ
ウ
コ
ク

シ
ヨ

ブ

　
　

る
　

ノ
コ
ラ
シ
ヤ
ウ
シ
ツ
ナ
リ

焼
失
せ
り
。
日
羅

彫

刻
の
観
世
音
、
諸
天
部
に
口
口
迄
、
不

残

焼

失
成
給
ふ
。

キ
ヤ
ウ

　
　

れ

し

　

ノ
ガ

ア

へ

唯
二
王
の
み
門
境
を
口
口
口
」

ニ

オ
)
故
、
火
災
を
遮
れ
ま
し
ま
す
。
呼

々

カ
ナ
ヒ
シ
カ
ナ

ヲ
シ
イ
カ
ナ

テ
ン
ロ
ウ

ク
ワ
イ
ジ
ン

ミ
ヤ
コ

ル

フ

悲

哉
、
惜
哉
。
殿
堂
僧
坊

一
時

の
灰
燈
と
成
し
事
、
都
は
仏
法
流
布

の
時
至
軌

カ

ラ
ン
ザ
ウ
リ
ウ

グ
ワ
ン
シ
ユ

ヘ
ン

ヒ

堂
塔
伽
藍
造
立
の
願
主
有
レ
之
と
い
へ
ど
も
、
西
海
の
邊
鄙
は
い
ま
だ
人
の
心
も

ジ
ヤ
ヨ
ク

ミ

ナ

マ
レ

サ
イ
コ
ウ

ダ
ン

セ

邪
欲
無
道
に
し
て
仏
の
御
名
を
知
人
希
也
。
依
て
火
災

の
後
は
再
興
の
檀
施
も
な

モ
ト

ヲ
ヒ

チ
リ

ハ
ラ
フ

.

マ

ガ
ウ
ブ
ク

イ
キ
オ
ヒ

く
、
元
の
堂
地
に
松
生
て
塵
草

払

人
も
な
し
。
唯
二
王
の
み
悪
魔
降
伏
の
勢

有

オ
チ
チ
リ

ロ

ク
チ

キ

ナ
リ

サ
キ

と
い
へ
と
も
門
の
瓦
も
落
散
て
草
蕗
の
た
め
に
朽
木

の
体
と
成
給
ふ
時
に
、
前
の

ギ
ヤ
ウ

ギ

ノ
ボ
リ

イ
シ
ス
エ

大
僧
正

行

基
菩
薩
、
諸
国
修
行
の
折
節
、
此
山
に
登
給
ひ
、
堂
塔

の
礎
の
み
残

ヒ

タ
ン

シ
バ
ラ

キ
ヨ

チ
ヨ
ウ
コ
ク

れ
る
事
を
悲
歎
有
て
、
暫
く
居
を
し
め
十

一
面
観
世
音
を
彫
刻
あ
り
。
小
堂
を
再

ソ
ナ
へ

　
　

　

を

ロ

　

タ
イ
テ
ン

建
し
、
香
」
(
一
ウ
)
華
を
備
、
口
口
口
口
読
経
怠
転
な
き
や
う
に
、
近
境
の
諸

タ
ン

ク
ワ
ン

ケ

桓
を
勧
化
ま
し
ー

て
、
行
基
昔
薩
は
筑
前
の
国

へ
移
ら
せ
給
ふ
。
然
る
に
、
人

タ
カ
フ
サ

王
五
十
九
代
宇
多
天
皇
寛
平
の
比
、
筑
前
太
宰
府
の
領
主
藤
原
高
房
と
云
し
人
、

セ
イ
ヤ
ク

ア
ヲ
ク

マ
コ
ト

ジ
ン

シ

常
に
観
世
音
に
誓
約
を
仰
事
、
誠
に
深
長
也
。
大
悲
の
尊
像
を
作
ら
ん
と
て
、
支

ナ

ニ
ン
キ
ヤ
ウ

コ
ガ
ネ

ワ
タ

ダ
ン

ダ
イ
ジ
ユ

ニ
ン

那
よ
り
来
朝
せ
し
仁
僑
と
云
者
に
金
を
渡
し
、
白
檀
香
木
の
大
樹
を
求
し
む
仁

キ
ヤ
ウ

イ

ハ
ウ

ビ
ヤ

ク
ダ
ン

レ
イ

ジ
チ
イ
キ

ヲ
モ
ム

僑

異
国
に
帰
り
、
放
光

白

檀
の
霊
木
を
求
得
て
、
亦
日
域
に
赴
か
ん
と
す
。
時

タ
ウ
チ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン

フ

ユ
ル

チ
カ
ラ
オ
ヨ

シ
ヨ
サ
イ

に
唐
朝
の
官
府
に
聞
え
て
是
を
赦
さ
ず
。
僑

力

及
ば
ず
し
て
、
即
此
木
に
書
載

セ
ン
ダ
ン

バ
バ

ヨ
ス

ツ
ク

シ

タ
カ
フ
サ

ニ

し
て
い
わ
く
、
此
施
檀
木
長
さ
五
尺
六
寸
、
幅
三
尺
八
寸
、
寄
二日
本
筑
紫
高

房

タ
カ
フ
サ

ッ
イ

一之
書
付
て
南
海
に
ぞ
」
(二
オ
)
流
し
け
る
。
高
房
は
終
に
此
木
を
待
得
ず
し
て

　
　

　

せ

り

　

ク
ワ
ウ

サ
イ

フ

ジ

ユ
ン
ケ
ン

カ
イ

ロ
ロ
ロ
□
。
其
子

黄

門
侍
郎
と
成
て
、
宰
府
に
移
り
巡
見
す
る
に
、
此
香
木
海

ハ
ン

ハ
ナ

セ
イ
リ
ヨ
ウ

畔
に
有
て
光
を
放

つ
。
黄
門
あ
や
し
み
挽
引
上
さ
せ
見
れ
ば
、
誠
に
清
涼

の
香
に

キ
ヤ
ウ

ダ
イ
ヒ
ツ
ア
ザ
ヤ
カ

カ

ン
シ
ン

ア
サ
カ
ラ

ボ
ウ

フ

ユ
イ

イ

ホ
ウ

僑
が
題
筆

鮮

也
。
黄
門
感
信
不
レ
浅
、
急
ぎ
亡
父
の
遺
意
を
報
ぜ
ん
と
て
、
此

シ

ヲ
モ
ム

セ
ツ
シ
ウ
シ
マ
ジ
モ
グ
ン

イ
タ
リ

シ
バ
ラ
ク
ヤ
ス
ミ

イ

の
香
木
を
持
て
京
師
に
赴
き
し
時
、
摂
州
嶋
下
郡
に
至
、
暫
く
休
居
た
る
に
、
此



ズ

ウ
ゴ
カ

ヲ
ド

ロ
キ

キ

セ
イ

モ
シ

ザ
イ
エ
ン

香
木
引
共
更
に
不
レ
動
。
黄
門

驚

、
祈
誓

し
て
い
わ
く
、
若
此
所

の
在
縁
ま
し
ま

ソ
ン
ヨ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ジ
ユ

カ
ロ

モ
ト

さ
ば
、
尊
容

成

就
の
後
、
此
地
に
安
置
す

べ
し
と
て
引
け
れ
ば
、
軽
き
事
又
元

キ

エ
ツ

(を
)

マ
ヅ

ハ

セ

デ
ラ

サ
ン
ラ
ウ

シ

グ

ワ
ン

リ
ヨ
ウ

の
如
し
。
黄
門
喜
悦

の
思
ひ
口
な
し
、
先
長
谷
寺

へ
参
籠
し
て
、
志

願

成
就

良

コ
ウ

チ

グ

イ
ノ

ツ
ゲ

工
値
遇
の
事
を
祈
り
け
る
。
七
日
に
満
ず

る
夜

の
御
」
(三
ウ
)
告
に
、
急
ぎ
京

ク

ジ

ケ
ン

カ
ウ
ム

リ
ヨ
ウ
コ
ゥ

師
に
至
り
侯

へ
。
必
仏
工
を
遣
は
す
べ
し
と
示
現
を
蒙
り
、
京
師
に
上
り
て
良
工

モ
ト

ク

ヨ
ウ

を

求

む

。
・
時

に

一
人

の
童

子

、

一
刀
を

持

来

り

、

わ

れ

は
仏

工
也

。

尊

容

を

造

る

ワ
レ

マ
カ

レ
イ

ベ
し
。
吾
に
任
せ
て
ん
や
と
云
。
黄
門
悦
び
か
つ
あ
や
し
み
、
此
霊
木
二
度
得
が

ヨ

ボ
ク

コ
・
ロ
ミ

ス
コ
ブ

ヨ
ウ
バ
ウ
ゼ
ツ

シ
ツ

た
し
と
て
、
余
木
を
以
て
試
に
造
ら
し
む
れ
ば
、
頗
る
容
貌
絶
妙
也
。
依
て

一
室

ジ
ユ
ン

セ
イ
ヤ
ク

を
か
ま

へ
て
童
子
を
居
ら
し
む
。
童
子
千
手
を
九
旬
に
成
就
す
べ
し
と
誓
約
し
て
、

シ
ツ

コ

ト
ヂ

フ

ボ
ン

シ
ヤ
ウ
ジ
ン
サ
イ
カ
イ

ス
デ

ミ
テ

室
に
入
、
戸
を
閉
て
出
ず
。
黄
門
も
不
犯
潔
口

精

進
斎
戒
し
て
既
に
九
旬
に
充

ゲ
ン
セ
ン

し
か
ば
、
戸
を
開
て
見
る
に
、
童
子
見

へ
ず
。
唯
千
手
大
悲
の
像
の
み
厳
然
た
り
。

ハ

セ

オ
ウ

ケ

ク
ワ
ン

キ

レ
イ
ザ
ウ
セ
イ
ヤ
ク

セ
ツ

是
即
長
谷
親
音

の
応
化
な
ら
ん
と
て
大
き
に
歓
喜
し
、
其
霊
像
誓
約
の
こ
と
く
摂

シ
ウ
シ
マ
ジ
モ

ホ
ウ

フ

メ
イ
フ
ク

州
嶋
下
郡
に
移
し
奉
」
(三
オ
)
り

一
寺
を
建
立
し
、
亡
父
の
冥
福
を
か
た
の
こ

セ
ン

コ
・
ロ
ミ

〈「大
悲
の
」墨
消
〉「
の
」の
横
に
「尊
」

と
く
シ
資
薦
す
。
か
く
て
其
身
は
、
右

試

に
作
ら
し
む
る
所
の
大
悲

の
像
を
持

ダ

ザ
イ

フ

キ

コ
ク

ソ
ン
ガ
ウ
ケ
イ
シ
ュ
ア
ン

ド

奉
り
、太
宰
府
に
帰
国
し
て
、尊
仰
響
首
案
堵
せ
し
む
る
処
に
、
此
大
悲

の
像
、夜
々

ハ
ナ

カ
ゥ

光
を
放

つ
て
、
筑
後
の
方

へ
飛
行
ま
し
く

て
、
五
更
に
は
亦
飛
帰
ら
せ
た
ま
ふ
事
、

コ
ヘ

カ
ノ

数
日
に
及
け
り
。
黄
門
不
思
議
の
思
ひ
を
な
し
、
前
日
よ
り
筑
後

へ
打
越
、
彼
光

イ
タ
ル

ウ
カ
ぐ
ピ

コ
ノ

ブ

ダ

ラ
ク

明
の
至
所
を

窺

見
る
に
、
此
補
陀
洛
山

の
地
に
至
り
給
ふ
。
黄
門
此
山

へ
尋
登

ウ

ク
ワ
ン
キ

シ
ン

り
拝
見
す
る
に
、

一
宇
の
草
堂
有
て
、
十

一
面

の
尊
像
立
せ
給
ふ
。
黄
門
歓
喜
信

(不
)

(斜
)

ア
ラ
タ

カ
ク

ヒ

ギ
ヤ
ウ

ヒ

心
ロ
レ
□
。
即
新
に
堂
閣
を
建
立
し
、
光
明
飛

行

千
腎

の
像
を
安
置
し
奉
る
。
其

レ
イ
ヲ
ウ
ヒ
ぐ
キ

ロ

イ
ン

エ
ン

霊
応
響
の
如
し
。
此
因
縁
」
(三
ウ
)
に
依
て
、
世
に
飛
形
山
と
云
習
は
せ
り
。

カ
ク

サ
イ
カ
イ

ヲ
モ
テ

ハ
ナ

然
る
に
、
飛
形
山
の
仏
閣
西
む
き
に
立
給

へ
り
。
依
て
西
海
の
面
に
光
明
を
放
ち

キ
ヨ
レ
ウ

ウ
エ

ワ
ビ
ゴ
ト

給
ふ
事
、
数
月
に
及
べ
り
。
漁
猟

の
輩
魚
を
得
る
事
な
し
。
飢
に
及
由
、
詫
言
再

ギ
ョ

三
せ
り
。
寺
僧
、
此
由
を
申
上
、
東
む
き
に
立
せ
給
ふ
と
な
り
。
是
よ
り
漁
人

ラ

カ

ゲ
ウ

等
、
魚
を
得
て
家
業
を
心
能
せ
り
と
云
々
。
か
く
て
、
星
霜
を
送
り
け
る
処
に
、

イ

ナ

カ

ラ
ン
セ
イ

サ
ウ
ド
ウ
ヤ
ム

応
仁
の
乱
よ
り
、
天
正
慶
長
の
比
に
至
迄
、
京
都
も
田
舎
も
乱
世
の
騒
動
止
事
な

ヒ

タ
ン

ウ
レ
エ

く
、
士
民
も
五
尺
の
身
を
置
に
所
な
し
。
数
年
の
兵
乱
に
依
て
悲
歎
の
愁
に
身
を

ヘ
ン

ヒ

ヨ
ク

ブ

タ
ウ

ウ
エ

タ
ス

や
つ
し
、
邊
鄙
の
土
民
、
大
欲
無
道
の
衆
生
と
な
り
、

一
日
の
飢
も
助
か
ら
ん
事

コ
ヘ

カ
ク

キ
ン
ケ
ン

を
第

一
と
せ
り
。
愛
に
飛
形
山
仏
閣
の
近
軒
に
、」
(四
オ
)
大
木
の
五
葉
松
有
し

カ
ノ

キ
リ
タ
ヲ

ス
ミ

ヤ
キ

キ

タ
ス
ケ

を
、
彼
無
道
人
登
り
て
切
倒
し
、
炭
を
焼
、
飢
渇
の
助
に
せ
ん
と
焼
立
け
れ
ば
、

マ

キ
モ

　け
　

ケ

魔
風
吹
し
い
て
、
本
堂
に
火
移
り
し
か
ば
、
謄
を
口
し
、
打
消
さ
む
と
し
け
れ
ど

ハ
タ
ラ
キ

ズ

カ
ナ
パ

フ
カ

ニ
ゲ

カ
ク

ベ
ツ

カ
ケ

も
、
無
人
の
働

不
レ叶
し
て
、
山
中
深
く
逃
隠
れ
け
り
。
折
節
、
別
の
山
人
欠
来

オ
ノ

ミ

ヅ

シ

コ
シ
ラ
ヘ

ヅ

シ

り
。
斧
を
以
て
御
厨
司
を
打
破
り
け
れ
共
、
丈
夫
に
拒
た
る
厨
子
に
て
破
る
に
カ

マ

ツ
ヨ

ヲ
ノ

な
く
、
魔
風
強
く
吹
掛
来
れ
ば
、
斧
を
打
入
た
る
穴
に
手
を
入
、
千
手
の
御
手
を

ヒ
キ
カ
イ

ツ
ヘ
ガ

カ
ナ
シ
ヒ

一
つ
引
欠
て
取
得
た
り
。
漸
々
命
圭
心な
く
し
て
、
御
手
を
持

て
飛
出
け
り
。

悲

カ
ナ

タ
ン
セ
イ

ハ

セ

オ
フ

ケ

哉
。黄
門
侍
郎
丹
誠
を
尽
さ
れ
け
る
長
谷
の
応
化
も
む
な
し
く
口
焼
失
成
せ
給
ふ
。

タ
レ

ゲ
ン

サ

其
後
は
、誰
人
し
て
再
興
の
志
願
も
な
し
。
時

の
花
香
取
し
源
佐
と
云
し
僧
」
(四

ヒ

タ
ン

ク
ワ
ン

ケ

カ
マ

チ
ヤ
ウ

ウ
)
悲
歎
の
余
り
に

一
紙
半
銭
の
勧
化
を
な
し
、
小
堂
を
構

へ
、
千
手

の
像
を
彫

コ
ク

ア
ン

チ

刻
し
て
安
置
し
奉
る
。
夫
よ
り
宝
永
の
今
に
至
る
迄
、
百
余
歳
に
及

へ
り
。
今
愛

ヲ
ン
ガ
ノ
シ
ヤ
ウ

カ
ツ

サ
ン
ケ
イ

に
大
神

姓

十
時
氏
惟

一
、
此
山
に
参
詣
有
て
、
□
口
御
手

の

一
つ
残
れ
る
事
を

ヒ

タ
ン

ケ
ウ

悲
歎
有
。
千
手
の
像
を
再
建
し
、
像
の
胸
中
に
古
き
御
手
を
作
り
込
ら
れ
、
飛
形

セ
イ

山
寄
進
の
時
を
待
得
た
ま
ふ
処
に
、
宝
永
三
年
に
至
て
、
谷
中
の
村
民
、
寸
誓
を

ウ
ツ

チ
ヤ
ク

シ

ハ
イ

ネ
ガ
イ

起
し
、
飛
形
山
を
此
地
に
引
移
し
、
仏

勅

某
支
配
た
る
事
を
奉
レ

願

所
に
、
望

ト
ヲ

の
通
り
、
支
配
の
地
に
伝
蒙
り
、
草
堂
」
(五
オ
)

一
宇
を
再
建
せ
し
む
。
此
時



サ
イ
ワ
イ

キ

シ
ン
ブ
ツ

幸

の
時
節
と
て
、
十
時
氏
右
の
寄
進
仏
を
送
ら
せ
給
ふ
。
依
て
寺

の
本
尊
に
安

シ

グ
ワ
ン

置
せ
し
む
る
も
の
な
り
。
善
男
子
善
女
人
成
仏
の
志

願

有
人
は
申
に
不
レ及
。
た

エ
ン
ヅ
ウ

ジ

ザ
イ

カ
ヂ

シ
ン
リ
キ
ケ
ン

ゴ

と
ひ
志
願
な
き
人
た
り
と
も
、
円
通
自
在

の
櫓
を
以
て
、
信
力
堅
固
の
舩
を
あ
た

ポ
ン
ノ
ウ

ム

ジ
ン

ク

カ
イ

ワ
タ

ネ

ハ
ン
ジ
ヤ
ウ
ラ
ク

キ
シ

へ
、
煩
悩
無
尽
の
苦
海
を
渡
し
、
涅
槃

常

楽
の
岸
に
至
ら
し
め
給
わ
ん
と
の
大

ク
ワ
ン

キ

セ
ン

コ
ヘ
ロ
ザ
シ

ヲ
シ
ナ
ベ

慈
大
悲
の
御

願

也
。
貴
と
な
く
、
賎
と

な
く
、

志

有
も
志
な
き
も
押
並

て
、

ア
ユ
ミ

ザ
ン

ジ

マ

マ
ウ
ア
ク

ム

リ
ヨ
ウ

ゼ
ン
エ
ン

只
歩
を
は
こ
び
、
暫
時

の
間
も
忘
念
忘
悪
を
は
な
れ
た
ま

へ
。
無
量
の
善
縁
と
な

ス
ウ
サ
イ

サ
キ

ク
チ
ノ
コ

ア
ク
ギ
ヤ
ク

ブ

ト
ウ

り
給
ふ
へ
し
。
又
愛
に
二
王
の
両
像
、
数
歳
の
先
迄
朽
残
れ
る
。
有
悪

逆

無
道
」

-

ド

ミ
ン

じ

ヲ
ノ

コ
シ

ア
シ
ダ
ラ
イ

(
五

ウ
)
の
土

民
。

一
人

登

り

、
斧

を

以

て

二

王

の
腰

よ

り

上

を

馬

の
足
輿

に

く

り

、

ク
ビ

チ
ヤ
ウ

ヅ

ダ
ラ
イ

タ
チ
マ
チ

首
よ
り
上
を
以
て
手
水
輿
を
く
り
、
持
帰
り
け
る
に
、
家
に
至
り
て
忽
に
二
王
の

ケ
ウ
ク
ワ
ン

ウ
チ

た

・
り
と
て
叫
喚
し
け
る
が
、
其
日
の
中
に
あ
が
き
死
に
死
け
り
。
其
子
孫
今
に

ア
ク
ビ
ヤ
ウ

ケ
ン
ゼ
ン

ク
チ

キ

有
と
い
へ
ど
も
悪
病
た

へ
ず
と
聞
く
。
皆
人
顕
然
の
事
共
也
。
今
朽
木
の

一
体
残

、

ラ

シ
ヤ
ウ

ニ
チ

ラ

カ
イ

キ

れ
る
有
。
是

の
み
日
羅

聖

人

の
手
形
と
云
々
。
日
羅
の
開
基
よ
り
、
今
宝
永
三

ビ

タ
ツ

ミ
ヅ
ノ
ト
ノ
ウ
ノ
　　
　

年
に
至
て
千
九
十
八
年
に
成
也
。
此
日
羅
聖
人
は
、
敏
達
天
皇
十
二

癸

卯
口
、

メ
イ

ヲ
ウ

イ

チ
ヨ
ウ

　　
　

カ
イ
ク
ワ
ウ

天
皇

の
命
に
応
じ
て
来
朝
し
給
ふ
な
り
。
此
時
異
朝
に
て
は
口
文
帝
開

皇

三
年

也
。
此
時
よ
り
今
宝
永
三
年
ま
で
千
百
廿
四
年
」
(六
オ
)
に
成
な
り
。

(飛
形
山
之
略
史
伝

一
片
)
(後
筆
力
)

岩
宝
永
三
丙
戌
仲
春
上
旬

二
尊

・
仏
勅

・
大
光
中
興
開
基
妙
心
寺
派

下
了
岳
改
古
伝
書
」

(六
ウ
)
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光
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史
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。
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研
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(特
別
研
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費
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よ
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研
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成
果
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。
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発
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判
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理
す
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